






















Considering preventative measures for accidents during the use of toilets 






















　平成 18年 4月 1日から改正介護保険法が施行されたことに伴い、介護老人福祉施設
サービス等の事業の人員や、設備及び運営に関する基準（以下指定基準と略する）等の 1
部を改正する省令が平成 18年 3月 14日に公布され、そのなかに「事故発生の防止」が
明確に位置づけられ事故の発生又はその再発防止のため、具体的措置を講じなければなら
















1 　A県 A市、特別養護老人ホーム、各施設（4施設）の平成 15年 4月から平成 17年 3
月までの 2年間の事故報告から、転倒・転落についての事故報告書のみを抽出する。事































④　環 境 要 因… ポータブルトイレなど物品の位置などが主な原因で転倒・転倒事故に
至ったもの。




















特養 Ａ 65 施設全体 69 119 50
特養 Ｂ 100 施設全体 348 601 253
特養 Ｃ 80 施設全体 174 292 118
特養 Ｄ 60 施設全体 113 211 98




























































介護者要因 /環境要因 1 0.1
介護者要因 /第 3者要因 3 0.4
介護者要因 /本人要因 30 4.3
介護者要因 /本人要因 /環境要因 8 1.14
本人要因 508 72..2 
本人要因 /環境要因 7 1
本人要因 /第 3者要因 1 0.1
環境要因 7 1












本人要因 物を取ろうとして 19 3.7
排泄 138 27.2 
介護者介助時 14 2.8
介護者介助時 /その他（ふらつき） 1 0..2 





































　川村 18）・鈴木 14）の 2例しか直接、排泄行動について着目した先行研究は今回の調査研
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